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1　　―　　ロ

公開

京都大学

富士通信機製造株式会社

1968年

　FACOM 230-60はFACOM 230-50の4～10倍の処理能力を有し、オンライン
機能を強化され、当時の国産機の中では最高の性能を示した。マルチプロ
セッサシステムの世界に先駆けた採用、モノリシックICの全面的使用など
新技術が導入された。マルチプロセッサシステムは主記憶装置および入出
力装置を共有する複数台の処理装置で構成されるシステムであった。1968
年に1号機が京都大学大型計算機センターに納入された。

第 00062 号

TTL論理回路カード　（FACOM 230-60搭載）

所 在 地
京都府京都市左京区

京都大学　学術情報メディアセンター


